
日 時 令和８年５月２７日（水）１３：３０～１５：００ 記 録 者 ：

会 議 名 ：

場 所 ： 参 加 者 数 ： ８５名

内容

１. 報告・承認事項
① 要領の改定（唐津市障がい者支援課より）
② 北部地域自立支援協議会の構成機関報告（事務局より）
•新規加入： 計11事業所　退会・解散： ニコニコ様が拠点部会を退会、玄海町身体障害者会が解散。
•現在の加入状況： 全体で156事業所が加入（幹事会17、就労42、子ども51、生活49、相談22、拠点26）。
③ 令和8年度 年間スケジュール（事務局より）　【資料１】
•各部会、全体会、幹事会、定例会の日程の周知。昨年度は計35回実施。日程重複等に配慮しつつ運営する。

２. 各専門部会・事務局からの報告・計画　【資料２】【資料３】にそって説明。

３．地域課題解決に向けた進捗→生活支援部会ワーキング　【資料４】
・家事の共同実践の検討→９月に要望書提出予定。

４．各部会での共有　部会長を中心に１０分ほどのグループワーク。
　
５．. 協議・その他アナウンス事項
① 虐待防止への取り組み（手をつなぐ育成会様）
•要望： 過去に具体的な虐待疑い事例が何件あり、どう対応したか、再発防止の全体研修をしてほしい。
•事務局回答： R7年度は北部地域全体で14件の通報あり。内訳や帰結の一覧はR7第2回全体会資料にあり。
今年度は部会内で全体研修（県出前講座の活用等）を検討する。
② 前年度（R7）全体会報告スライドの活用について
•前役員が作成したわかりやすい振り返りスライドについて、現場や研修で「活用したい」との要望が多数あり。
写真の写り込み等で不都合がある場合は事務局へ連絡。希望者への共有方法を事務局で検討。
③ 在宅医療介護連携推進事業：医療ソーシャルワーカー部会より（加藤様）
•テーマ「身寄りのない方への支援」について、唐津・玄海地区の実態把握アンケートを計画中。高齢分野だけで
なく障害福祉分野の事業所にも協力依頼がいく可能性があるため、その際は前向きな検討をお願いしたい。
④ 精神障害者支援体制加算Ⅰ・Ⅱの算定に関する共有（加藤様）
•佐賀県精神保健福祉士協会（理事）としての案内。
•加算算定要件である「連携先の医療機関・訪問看護ステーション」が、九州厚生局に適切に届け出を出してい
るか、トラブル防止のためにも必ず確認してほしい。
⑤ 次期計画（第8期障害福祉計画・第4期障害児福祉計画 R9〜R11）の策定について
•行政だけでなく、これだけの人材が揃う自立支援協議会が将来予測データ等の確認や仕組みづくりに初期段
階から専門的に参画・協力できる体制を作ってほしい。
•唐津市回答： 今回の計画策定にあたってはプロポーザル審査（2社提案）を行い、最優秀者を決定した（結果
はHPで公表済）。仕様書の中に「自立支援協議会の皆様の意見を重視し、直接声を聞く体制を取る」旨を明記
している。今後、意見をもらうタイミングやスケジュールについて協議会に相談・協力依頼をさせていただく。
⑥ 改正道路交通法（自転車の罰則強化）に伴う障害者への配慮（中島様）
•自転車通所する障害者が増える中、4月からの法改正（青切符導入等）に伴い、市から警察署へ「ヘルプマーク
等をつけている障害者への取締り時の配慮」を文書で申し入れ済。各事業所でも自転車移動をする利用者へ
ヘルプマークの活用促進依頼。

６. 次回へのアクション
1.【唐津市障がい者支援課】
o生活支援部会WGからの要望（9月提出予定）に先立ち、現在の「家事援助の支給決定総数」などのデータ提
示・共有の検討。
o次期計画（支援プラン）策定に向けた、自立支援協議会への意見聴取スケジュールの組み立てと提示。
2.【各事業所・メンバー】
o自治体から「身寄りのない方への支援アンケート」が届いた際への協力準備。
o通所（自転車）の利用者に対するヘルプマーク着用の促し。

参加関係機関：出席者名簿参照

北部地域障がい者相談支援センター

令和８年度第１回全体会報告
唐津市健康サポートセンターさんて


